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「
伝
統
的
酒
造
り
」
は
、
カ

ビ
の
一
種
の
麹
菌
を
使
っ
た
発

酵
技
術
で
生
み
出
さ
れ
る
。
麹

菌
の
生
み
出
す
酵
素
の
働
き
に

よ
り
、
米
な
ど
に
含
ま
れ
る
で

ん
ぷ
ん
が
糖
に
分
解
さ
れ
、
そ

の
糖
分
を
栄
養
源
と
し
て
酵
母

や
乳
酸
菌
が
ア
ミ
ノ
酸
や
有
機

酸
を
生
成
。
甘
味
や
う
ま
味
、

香
味
な
ど
味
覚
や
風
味
の
形
成

に
大
き
く
影
響
す
る
。
村
井
代

表
は
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
登
録
は
、
麹
を
使
っ
た
酒

造
り
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
に

な
り
、率
直
に
喜
ば
し
く
思
う
」

と
喜
ぶ
。

　
︿
室
町
時
代
創
業
、
清
酒
・

味
噌
・
醤
油
・
本
み
り
ん
の
種

麹
を
製
造
﹀

　

同
社
の
創
業
は
室
町
時
代
に

遡
る
。
京
都
で
創
業
し
、
江
戸

時
代
は
酒
蔵
な
ど
に
種
麹
を
頒

布
。
明
治
後
期
に
醤
油
用
種
麹

を
始
め
た
。
１
９
６
５
（
昭
和

40
）
年
、
村
井
代
表
の
祖
父
が

独
立
し
て
拠
点
を
豊
橋
市
に
移

転
。
本
家
の
閉
業
に
伴
う
営
業

譲
渡
を
経
て
２
０
１
６
年
、
村

井
代
表
が
第
29
代
当
主
に
就

任
。
株
式
会
社
ビ
オ
ッ
ク
を
設

立
し
た
。
約
３
０
０
０
種
の
麹

菌
を
所
有
す
る
同
社
の
取
引
先

は
、
清
酒
・
味
噌
・
醤
油
・
本

み
り
ん
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
３
０

０
０
社
。
メ
ー
カ
ー
の
要
望
に

応
じ
て
味
噌
や
醤
油
、
清
酒
、

焼
酎
の
そ
れ
ぞ
れ
原
料
に
適
し

た
種
麹
を
提
案
・
提
供
し
て
い

る
。

　
︿「
種
麹
は
安
定
性
と
再
現

性
。
イ
ン
フ
ラ
に
近
い
」﹀

　

米
や
麦
、
豆
味
噌
用
の
味
噌

麹
の
ほ
か
、
濃
口
、
淡
口
、
再

仕
込
、
溜
や
白
醤
油
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
に
適
し
た
醤
油
用
麹
を
扱

う
。
焼
酎
で
は
麦
や
そ
ば
専
用

な
ど
酒
質
に
応
じ
た
焼
酎
用
の

専
用
麹
、
清
酒
で
は
大
吟
醸
・

吟
醸
・
純
米
吟
醸
・
純
米
酒
・

本
醸
造
な
ど
の
専
用
種
麹
を
保

有
。
試
験
管
で
保
存
し
て
い
た

菌
株
か
ら
創
業
の
京
都
で
使
用

し
て
い
た
種
麹
を
現
代
に
復
活

さ
せ
た
酒
造
用
種
麹
な
ど
も
揃

え
て
い
る
。
村
井
代
表
に
よ

る
と
、
保
有
す
る
菌
株
の
う

ち
、
主
流
は
１
０
０
ほ
ど
の
菌

株
。「
日
本
は
伝
統
的
に
『
変

わ
ら
ぬ
味
』
が
大
事
に
さ
れ
て

尊
重
さ
れ
、
種
麹
メ
ー
カ
ー
は

安
定
性
と
再
現
性
を
求
め
ら
れ

る
。
種
麹
は
い
わ
ば
『
イ
ン
フ

ラ
』
に
近
い
存
在
だ
と
思
う
」

（
村
井
代
表
）
と
い
い
、「
種
麹

を
続
け
て
も
、
麹

の
新
た
な
価
値
を

見
出
さ
な
け
れ
ば

大
き
な
変
化
は
な

い
」
と
の
思
い
か

ら
、
他
分
野
の
知

見
を
か
け
合
わ
せ

て
伝
統
的
な
麹
の

可
能
性
を
探
る
食

文
化
の
創
造
探
求

を
目
指
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
Ｋ
Ｏ

Ｊ
Ｉ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
」

に
取
り
組
む
。

　
︿
海
外
進
出
先
で
「
最
高
峰

は
日
本
」
と
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
」﹀

　
「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
可
能

性
に
つ
い
て
、村
井
代
表
は「
海

外
の
国
や
地
域
で
日
本
の
酒
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
『
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
』
の
戦
略
が
必
要
に
な
る

と
思
う
」
と
話
し
た
。
進
出
先

の
米
国
で
浸
透
し
た
寿
司
や
醤

油
の
食
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
を
あ
げ
て
「
日
本
か
ら
離
れ

た
海
外
の
産
地
で
作
ら
れ
、
現

地
の
味
と
し
て
親
し
ま
れ
る
な

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
存
在
に
な

る
と
思
う
。
日
本
の
伝
統
的
酒

造
り
が
、
海
外
の
国
や
地
域
で

ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
上
で
、

そ
れ
で
も
最
高
峰
は
日
本
の
伝

統
的
酒
造
り
だ
、
と
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
。
登
録
は
そ

の
一
歩
だ
と
思
う
」と
話
し
た
。

　

日
本
の
「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
決
ま
っ
た
。「
日

本
酒
、
本
格
焼
酎
・
泡
盛
、
本
み
り
ん
」
は
日
本
の
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
で
育
ま
れ
た
麹
菌

を
使
う
日
本
古
来
の
技
術
で
生
み
出
さ
れ
る
。
種
麹
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
日
本

最
古
と
い
わ
れ
る
「
糀
屋
三
左
衛
門
」（
愛
知
・
豊
橋
市
）
29
代
当
主
の
村
井
裕
一
郎
代
表

取
締
役
に
話
を
聞
い
た
。

 

（
聞
き
手 

亀
井
和
真
）

ユ ネ ス コ
無形文化財「伝統的酒造りにローカライズ戦略を」

糀屋三左衛門29代当主インタビュー

「伝統的酒造り」ユネスコ無形文化財登録記念セレモニー

　

国
税
庁
の
酒
類
業
振
興
関
係

の
令
和
７
年
度
予
算
（
及
び
令

和
６
年
度
補
正
予
算
）
が
、
こ

の
ほ
ど
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
要

点
は
以
下
。

　

令
和
７
年
度
予
算
と
令
和
６

年
度
補
正
予
算
を
合
計
し
て
、

総
額
37
・
４
億
円
を
措
置
（
当

初
予
算
21
・
５
億
円
、
補
正
予

算
15
・
９
億
円
）。
前
年
度
比

で
２
・
５
億
円
の
増
額
。

　

酒
類
業
振
興
支
援
事
業
費
補

助
は
合
計
13
億
円
。
内
訳
は
、

令
和
７
年
度
予
算
が
６
億
円

（
前
年
度
と
同
額
）、
補
正
予
算

が
７
億
円
。

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た「
伝
統
的
酒
造
り
」

の
周
知
広
報
事
業
の
た
め
、
補

正
予
算
２
・
３
億
円
（
前
年
度

０
・
７
億
円
）
を
措
置
。

　

日
本
酒
造
組
合
中
央
会
に
対

す
る
「
清
酒
製
造
業
近
代
化
事

業
費
等
補
助
金
」
と
し
て
、
総

額
８
・
１
億
円
（
前
年
度
と
同

額
）。
補
正
予
算
で
新
た
に
１
・

９
億
円
を
措
置
。

　

原
料
米
等
高
騰
対
策
に
つ
い

て
、
原
料
米
購
入
か
ら
価
格
転

嫁
ま
で
の
間
の
運
転
資
金
の
円

滑
な
調
達
に
係
る
支
援
と
し

て
、
中
央
会
に
造
成
済
の
基
金

に
よ
る
信
用
保
証
事
業
を
活

用
。
予
算
措
置
は
な
し
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
７
年
度
補

正
予
算
で
、
酒
類
総
合
研
究
所

に
対
す
る
運
営
交
付
金
９
・
６

億
円
を
措
置
す
る
。 

（
Ｏ
）

酒
類
業
振
興
関
係
37
億
円（
国
税
庁
）


